
タンパク質溶液の粘度特性評価に

理想的な 差圧式微量粘度計

μVISCマイクロビスク粘度計

もう、タンパク質溶液の粘度測定で誤った値を得ることはなくなります!!!!

ニュートン流体なのに

非ニュートン挙動 !!!!!!!!？

レオメータ

空気界面

スケールは
実際と異なります

バルク粘度

界面粘度

タンパク質分子

ウシ血清アルブミンの粘度特性
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基準値 VROC® チップ

せん断速度（1/s1/s1/s1/s）
他のレオメータでは、吸着されたタンパク質が空気-溶媒

界面に薄膜を形成するため、誤って過大な粘性値を示す

ばかりでなく、塑性粘性挙動を示します (V.Sharma,
A.Jaishankar, Y-C.Wang, and G Mckenley: 発表原稿）

はるかに優れた粘度測定法があります！

---- タンパク質粘度測定ソリューションをお探しならば、VROCVROCVROCVROC®®®® がその答えです

VROCVROCVROCVROC®®®® ではサンプルがフローチャンネルを満たして

流れ正確な測定が可能です。
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VROCVROCVROCVROC®®®® の特徴：
•••• 耐溶剤性に優れ 気液界面が存在しません

•••• 非常に少量のサンプル（50505050μllll~~~~）で迅速かつ正確な測定が可能

•••• 任意でのせん断速度での測定が可能： 1111～1,4531,4531,4531,453 ssss-1-1-1-1
•••• カートリッジセンサー交換にて低粘度～高粘度試料の測定が可能

VROC® マイクロチップセンサー

輸入元代理店


